






掲示板

1./ 主 額 :PhysicsofQtlantum Fluids

2. 講 師 :まだ交渉中ですが,可能性の大 きい人 としては

Prof.AA.Abrikosov,Prof.W.M.Fairhank;

Prof.P.王もhenberg. Prof.W.F.Vinen

などがあげられてvlます O'

5. 日 程 :LT12め前 約 1週間

8月 26日

8月 217日28日29日

8月 50日

8月51日

崇eglStratiorl

LectureSanddiscussions

Excursion

もLecturesanddiscussions
9月 1日 (午 前中のみ) -

4, 場 所 :仙台YIWCA †作 並 国際セ ンタ ー

㊥ 989-54 宮城県宮城郡作並字湯原
1

5･ 参加人草 :宿泊設備の関係 もあ り≦まして 参加人 旨転約 100 名程度

(内外人参加者 20名)VLかさえた vlと恩V,ます o

6. 財政そ の他 '.主 な費用は LT 12と密接な関係を保 ちつつ,募金に よ っ

て,まかな うつ もりですが,募金の 菓ま り方によ っては,

例年の様 な滞在費,旅費の補助は 出来な くなるか も知れ ま

せ ん｡

7. 参加申し込み :別 記の 要領か LT 12の SecondCircu!arUt同封 した

ApplicationForm に従 って,下記宛お申し込み下 さvlo

締切 り 1970年 5月末 日

(LT12の FirstCircular でお知 らせ しました事務局を東京に移 し

ました｡)

TSi:東京都港区六本木

･東京大学 物 性研究所 由 島貞雄

組 織委員会 委 員 一長 久保亮五

現 地 委 員 神田英蔵,大塚泰一郎

(仙 台) 森 田 章,渡部三雄

事 務 局 中島貞雄,菅原 忠,安河内昂
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掲示板

氏 名

事 務 局 高野文彦,和田 靖,宗田敏雄

樽原良正

申し込み要領

職 菓 (出来るだけ詳 しく)

連 絡 先

所属研究機繭 か ら参加費援助 を期待出来る or 出来 な い O

夏の学校からの参加費補助を必要 とする or しな vlo

名古屋大学理学部物理学教室助手公募

当物理学教室の生物物理学の実験研究室で下記のJように助手哲 1名公募vlた

します ｡

記

1･ 公募人 員 助手米_.1名

2. 専門分野 広 く生物物理一般

5. 着任時期及 び任期 昭和 45年 4月か ら (5±1)年

4. 応募締切 り 昭和 4-5年 1月 15日

5, 提 出書類 履歴書,業績yス ト(論文別刷),推薦書, 研究計画書

6. 選考方法か よび決定時期 当教室人事委員会で審査 し,教室会議で決定

します｡

7.宛先及 び問合 せ先 名古屋市千種区不老町 (郵便番号 464)

名古屋大学理学部物理学教室

小 林 ひろ美 電話 781-5111内線 2451

･ 名古屋大学理学部物理学教室

米窪 当教室では助手と教務員哲同格に扱い,きすので,場合によ っては教務員として採用に覆 るこ

とがあります｡
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掲示板

猶和 4,Ji年 ′仁 王月 25日

基礎物 東学関係各研究所長盛

各 大 学 物 理 学 教 室ま 任 殴

財団法人 湯川 記念財団

'理事長 鳥 養 利 三 郎

湯川 記 念 財 団 奨学 生募 集 に つ V,て

今般左記要項 にま り晴海 45年 度奨学生を募集す る ことといた しま したの で

貴部内関係者に周知方 よろし くか願V,いた します｡

夜か外国留学 中の有資格者に対 して も適宜の方法 にて お頗 vIV,たします .

記

痩 学 生 募 一葉 要 項

1. 応募資格

大学院博士課程修了者及び 45年修 了予定の理論物 理学研究者 (この 奨学

金は大学院博士課程修 了者にその研究 の完 成を援助す る 目的 を も って重点的

に交付されるV,わゆるPで)StI)octorialFeHowshipとして支給 される もので

ある)

2. 支給金額

(原則的には この最高額が支給され るが,研究 者の他の収入, 研究場 所 な

どによ ってそれ よ り減 額され る場合があ るo 更新は認 め られるが継続 5カ年

督 こえをV,もの とする)

5. 研 究場所

基礎物理学研究所において研究す ることを原則 とす るが,事情に より他 の

適 当夜場所で あ って も よい0

4･ 募集人員

5名 (貯訳ば大体素粒子論 2名,物性論 1名,中間の領域 につい ては 適宜

に定める)
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掲示板

5. 応募書類及 び審査

希望者は 所定の申込書 1部に発 表論文 リス ト,主 な論文の別刷, 1カ年の

研究題 目と計画 を各 2郵 あて添付 して, 昭和 45年 1月 20日までに京都市

左京区北 白川小倉 町 5 0の 21湯川記念財 団あて送付す ることO他 に奨学金

そ の他の収入 あ る場 合, あるV,は研究場所につV,て特に希望の ある場合 など

は必ず書 き添え ること｡

審査は基礎物理学研究所運営委員 に依頼す るO この審査会 ではそれぞれの

専門に近 V'委 員 2名が簿文につ vlて調査 し,そ の報告咋基づV,て審査会 が候

補者 をきめ, 財団の理事長に推薦す る｡

昭和 4 4年 11月

財団法人 湯 川 記 念 財 団

湯川記念 財団奨学 生申込書

このた び別紙舶係書類を添えて貴財団奨学 生に応募いた しますか らよろ し く

勧審査の うえ徹決定を お頼vIVlたします.

昭和 年. 月 日

太籍地.

現住所

氏 名

財団法 人 湯川 記念財団

理事長 鳥 養 利 三 郎 毅

昭和 年 月 日生

略 ､ 歴

秤

高等学 校 昭和 .年 月 .一 ヽ

高等学校 ..革 程卒 業 ..;

大 学 昭和 .年 月

大軍 .;学 部.. .学科入学
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人のうごき - プレプリント案内

-大 学 昭和 年 .月 _
.大学 _. 学由 学科卒業

大 学 院 昭和 年 月
大学大学院入学

専攻科 目

人の うごき

東大教養部 伊 藤 隆 助教授 米 国よ り帰朝

京大理学部 西 川 恭 冶 氏 11月 ,1日付で助教授に昇任

プ レプ リン ト案 内

〔東大 ･久保研〕

oYastwuki‡brata

Anoma70usGreeIIsFunction-TheoryoftheXpndoEffectI.

- CompleteSolution‥ofNon-analytic.iPartin the Single

lmpurityproblem.｢

oG.S.Agarwaland E.Wolf -

ACalcu!usforFun,ctiqnsofNQrl,78 mnutipgq)eratorsandGenera一

-PhaseSpaceMethodsinOuanturpMechanics-

PartII:alan紬m MechallicsinphaseSpace
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プレプリン ト案内

oa ,A.Ferreli

TemperatureI)ependenceoftheinfraredi-つivergenceiilthe

DegenerateFernliGas

oR.A.Ferrell

FluctuationsandtheSuperconducti王1gPhaseTraIISitions

II.也1SetOfJosephs｡nTumPHingandP<lraCOnductivityof21

Junction

c S.IchimaruandS.甑.Starr

Electromagnetic'Radiationfrom AnisotropicTurbulentPlas′ma

o S.Ichimaru

TheoryofStrongTurbul､enceinPlasmas

oM.A.Moore

CriticalBehaviorof.theFour-rjimensionalIsingFerr0-
Jl,A

magnetandtheBreakdown ofSca7ing

ノJ 1 ,J

/

o lloshioTsuzuki

NnnlinearResponseabovetheSupercbnductingTransit-ion

Hi.Ginzburg-LandalトGorkovApproximati-on

o ET).G.McFadden and崇.A.Tahir-n eti

･･SpaceTimeCorre一ationsinAnisotropic王ieinsenberg

ParamagnetsatElevatedTemperatures

o rj.G.McFaddenand求.A.Tahir｣愈ieli

SixthFreguencyMわmentoftheFrequencyWaveI)ependent
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プレプリン ト案内

CorrelationFunctionforlsotropic貿eisenbergpara一

magTletSatE一evatedTemperatures

o A.K｡Rajagopa卜andC.a.Majundar

Ro7eofElectron-E7ectron Interaction intheTheloryof

PositronAnnihi一ation inMeta一s

o C.産.Ma頼ndarandA.K.崇ajagopal

Positronium FormationininteractingF.1ectronGas

〔日大簸 工〕

oTotheTheory･ofE7cmentaryExcitationsinLiquid.

Ⅳ.B.Priezzbev)

o 主音CP-BCC PhaseTransition inth占GroILmdStateofSolid巌e.
5

(J.㍗.Ei.arisen.)_

一〇Correlationsin王sing､Ferroma卯ets.

(I.Gimibre)

o 血 har貫nOnicCrys.tatTheory.ⅠH.Thre計粛imensiona】Lattice･

困.M.Plこ疹idaandT.Sik了os)
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若手による研究会

(仮題 ){-我々は物性物理学の将来を如

何に構築 して行くべきか ''開催の提案

京大基研 米 沢 富美子

九大 葦 蔵 本 由 紀

今回の学園斗争を通 じて,研究及びそれ智担 う主体のあり方が,学生咋よ っ

て. vt r)ば外在的に批判の対象 とな ったが,研究者として曲りな り笹も一歩足

を踏み込んでしま った我 々が,もしこの批判蟹まともに受けとめ る食らば,自

己が鋸 わる研究 を,たえず相対化 して,人間及び社会 との関連にお vlて,不断

にその意味奇問vl返して行 くことが要請される｡それ と同時に,我々がイ国々の/

研究に関r)る姿勢その ものの中に抜 き難 く巣喰 ってvlる ,権威主義,･プラグマ

ティズム等が,仮借なき批判の対象 とされなければならをvloそ の意味で,戟

々は,匝顛 な二重の課題を背負 ってvlるO襲々かもし, 与れ ら静 々の 代主義 "

との内面的格斗 も凌 く,それ らを身にまとったまま,外に向 って.,琴牢の研究

体制の打破を叫ひ,革新的な言辞 を吐いたとしても,単に見せかけの空語に終

わらざるを得なvlだろ うO没主体的に個別専 門領域に閉じこもり?人間に とっ

ての.社会 にと っての,その研究の意味を問わなvlことと,個別専門圃域内に

葺け る研究内容の不毛性 とは,同一の精神構造に由来 している と我 々は考えるO

さて,物性物理学 に話哲限れば,この分野の物理学の,学問としての運命(q

は久 しく多 くの研究者の話題にされて来たO ｢物性論は曲り角に来た｣.とV,ラ

のか ら, ｢物性論にはもう夢が夜vl｣, ｢物性は もう終 った｣とvlう悲観的な

見方に至るまで,様 々であるが,物性物理学 とvlうこの分野が,何 らかの意味

で行 きづま りに来~てvlるのは確かをようだo

今 日,学問の細分化,専門化及びそれに伴 う全体的な展望の喪失は,多 くの

分野で深刻 夜間額 として取 り上げ られてvlるが,物性物理学に於ては,他の,

例えば素粒子論研究 と比較 して も,その深刻さの程度は より切実であるように

思われるO 素線子論の場合の ように, ある限 られた対象に対する方法論が,積

んで昧崩され横んでは崩され してV,る分野では,若手の研究者 もある時期ある
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研究会提案

∫
形で先達 と同一のスター ト･ラインに立つことも可能である0 -万,物性物理

学は,その学 問的特質を考えてみるとき,そ もそ もの発端か ら細分化の宿命を

担 っており,科学の急速を発展と膨大か情報竜とが,よ り一層の細分化,専 門

化を促進 してV,る｡ 従 って,経卜験的要素が強 く要請され,広 vl視野である程度

の見通 しを立て られるようになるまでに修得すべ き知識の竜が多 く,一人前の

自立した研究者 と自認で きるまでにばかなりの期間を要する. しか も,その間

仮借を_き業績主義の波にた.えず洗われてvlなければ ならを vlのであるC その様

夜中にあっては,期待 と不安とを抱 き乍 ら未知の世界 を自ら模索し,自 らの手

で何かをかちとろ うとする, 冒険心や思い切 った試みは,すでに若vl時期か ら

徐々に侵され,不毛化 して行 くO

結果の保革されていなvIVlちかば ちかの勝にV'どむ よりは,壮大をことは 出

来な くて も,保証された道管大禍 な く歩む方が賢明だ とvlう年寄 りじみた発想

が出て来た りするO情報の山蟹器用 に こ 夜し,書tJOて も書か なくても良vlよ う

な論文を乱造し,それで結構 ボ二人前 "と認め られ 名誉心はある程度満足 さ

せ られ, 自らも何 かをや ったような気にな って しま うOそ こに柊,ー我々が真 に

生 きてvlるとvlう確かを証 しもな く,安泰で平穏で,一度はま り込んだ ら容易

には抜け出せ 友 V'居心地の良さがあるばか りだ｡学問に対す るこの様 な姿勢 が,

大学問題,研究体制の問題,さ らには社会的人間として必然的に閑わ らざるを

えなV,政治問題に も無関心で無 気力夜小市民的意識構造を生み 出して行 くO し

か し,その様 をところかち, どうして人間 らしvl_学問の生まれるはずがあろ う

か ? 我々はか って, 目を輝かせ,血をわかせて物理に接したことが何度 あ っ

たであろ うか ? しか も,学問 に埋没す ること夜く,それを不断に対象化 して

社会につ夜が ってV,る自分を実感 として感 じた経験 がこれまでどれ程あるであ

ろ うか ?

学問の裏の姿を失わ しめた もの として,我々はこれまでもっぱらその外的要

因を,例 えば研究体制云々とV,うよう夜形で追求して来たO 外的要因の根源 を

さ ぐり,それ を排除すべ く努力す ることは,必要不可欠である｡ しかし,･そ れ

だ..げでは決定的に欠けてV,るものがある.･e我々の内在るものとの斗V,こそ, よ

り電要でより強烈で あることを知 らねば ならないQ我 々の心のどこ かに',不 安

定夜保証されをV,未来を怖れ,●何 らかの形の約束手形を確保 してお きた くて,
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既堺の学 問体 系や,研究者集団の中のVステム (講座制 あるV,はそ う呼ばれて

いな くて も本質的にはLこれ と大同小異の もの)辛,特殊利害 にもとづvlた人間

関係隼依存 した vlと･vlう気痔が知 らず知 らずの うちに巣喰 ってV,たと･した ら,

それとの斗いを経 夜 vlで,真の学問哲我々の手に奪還することは不可能で あるO

易 さにつ きたい心がある限 り,如何に変革 と叫んでみて も-, その言葉は何の重

み も持ち得をvIQ我.々を とり,まき,我 々を身動 きで きなくしてV,る無数のエス

タブ リッシ ュメ ン トに懐疑の目を向けることか ら一切はは じまるO 既存の｢学問

約 ･人間的従属を断ち切り,全 くの裸のひとりひとりに立ち戻 ?た地点か ら･,初

めて新たな可能 性-の道がさがし出せるのである｡ 勿論,それはこの上 もな く

勇気の登る ことであるOなぜなら,そ こには何ひとつ として保証されてvlるも

のは なvlか らである｡ それは摘発至極夜ことである.なぜをら,そ こにはひと

りの案内人 もvlなvlか らで奉るO

しかし,歳 々は しかれた レールの上を,約束された目標に向 って,型通 りに

嬢 vrlて行 くような生き方を拒否す るととも′に,従属孝たち切 り.孤立化を徹底さ

せる過程 で,′成立した者同志の内的な連帯を追求 した-vlo

この様 な立場か ら物性物理学の現状 を見直 し,そ の将来-の方向 を見出すベ

く,裸のひと りひ とりが,･あ くまで も相互の もたれ合vlを拒否しつつ集 って,､

議論する機会 替もちた vlと思 うO

これ が,草々かここに q若手による研究会 廿の鯛機を提案するゆえんであるe

勿論,′∈こで若手とり うのは,年令的な意味では なく,上記の我々の意気込み

に同調していただける若 い精 神牽持ち合わせた方 とyT,う意味で あるC

具体的には, 45年度前期の基研の研究計画に二,短期研究会 として応募 し,

丁方 .｢物性研究｣か らも何 らかの形の後援を得たvlと考えてvlるO 運営その他

に関して,提奏者の側で も腹案はあるが,新しvl試みとして,研究計画に応募

する前に,上記の原則に奉養的に轡 参同vlただける同志をつの り,.運営方針等

も公募 した諭 と思 う｡

.､歳 々の提案に対する御意見,御批判及び研究会の具体的な運営に関す る御提

案等を,提案者宛あるvlは ｢物性研究｣編集部苑に衛送 り下さるよう動 感 vlL

ますO(締切 45年 1.月1 6日必着の ことO)

-244-



編 集 後 記

共同利用研は廻 り角に来てい る.- 十年一昔 と俗 に云 うが '全国に先駆け

て殻立せ られた共 同利用研 の基所が･既に 16年 の歴史 をもち ,物性研究 者の期

待 密担 って発足 した物性所が 12年 を経過 した今 日 ,~それを取巻 く環境 U)著 し

い変化 に憩を致せば ,過 り角 に立つのも誠に故を Lと しない O 基研 と物性研 と

では共同利用の考 え方に異 なるものがあった にせ よ′,発足当時は ,いずれ も共

同利用センターとしての役割をもつだけ の客観的条件 を備 えでいたの で ,必ず

しもそU)荏 ,9方 を床刻に考 えな くて も ,あ､る程 変は機 能 を果 し得 るようにな っ

ていた･Oそれが また陥葬であったか も知れない し ,とにか く現在そ･の機能に疑

問が持たれ る脅 らば ,そ g)真因はどこにあって ,どのように対 処サ べ きであ る

かo我 々は これに真剣に取組 まねばな らない｡ こU)反映0)一つ として編集部 で

は太号に共同利用研特集を載せ ることに した｡

共 同利用研問題 を含めて ,物 性研究のあ り方について0)議論は太誌 におい て

もかな り活額に行われた ｡ しか し残念をことに ,単に問題提起に留 まっていた

り ,高踏的夜きめつけであった りして ,対話は一方通行に終 る場合が多か った o

lO年前に比べれば ,物性研究者0)物の考 え方 ,関心U)持ち方は ,よ り分･極

化 しているように見 えるO例 えば ,歯大氏 〔太誌Vol･ 15,A61 58頁〕

a)ように ,｢何ujため0)研究か ? ｣を探 く問い掛け る人 もあれば ,｢研究す る

ことGj意義に一見無関心に見 えろ人 もいるO実際 ｢研究の意義 ｣に座視Jhq)よ

うで も ,す ぐれた研究によ り,われわれの視野を拡げて くれた物性物理学者 が

数多く存在す ることも否定出来をいO

しか し分極化 してい るにせ よ ,'知 りたし_､｢-真実を知 りたい と云 うことは共

通 の基盤では夜か ろうか ｡ そ して素案 を知 ることの難 しさはわれわれが研究 生

活を通 じて実感 してきた も0)であ り ,真実を知 るための方法論 ,鼻実 を主張 し

て他人 を納得させ るために払 うべ き細心め注意 も研究生活を通 じて大 を り′jヽ在

り体得 して きた もU)である.もっとも･,学会でq)研究発表を開 くと ,中には果

して真実を知 りたい と云 う動機か ら観究 されたU)か どうか疑いた くなるような

もq)もないでもないが ,それは別 a)話 として ,太誌で0)討論は ,た とえそれ が
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研究す ることの意義であれ ,体制 問題であっても ,鼻実を知 り説得力を以て伝 -

えることを基盤 とす るもo)であ りたいハ もしそれが個人Q)主観的な世界観 ,人

生観につ奇が る問題で ,客観的には黒白をつけ難い点があるならば ,それはど

こまでつめて対立 を浮彫 りに出来 るのか｡

物性物漸 二多/少な りとも素養 をもつ者が ,真理追求o)ため今後果 し得 る道 ,

乃至はそのため0)体制g)一一環 としての共同利用堺 のあ り方に対する具体酌 を議

論蛙 ,鈴木物性研究所長a_)見解を一つ0)契機に して ,漸 くその緒が柳 ナてきた

ように思われ るO今後は種 々U)理念 ,体制等に関 してそU)長所 ,短所が明らか

になる･iう ,理性的建設後話 し合いが進め られ ることを期待 してや まない O

終 りに この特集に御協力下さった基研湯川所長 ,物性研鈴木所長 ,御寄稿を

頂いた方 々 ,それか ら編集部以外で特集編集に協力下さった蔵太 ,倉 田 ･山田 '

大成の諸氏に感謝する｡

それでは皆梓 よい年 脊お迎 えにな りますようにo

t(班.M.)
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購読規定

個人購読

1､会費 当会の会費は前納制 をとっていますQ したがっ委

3月未 までになるだけ(]年間′今会費 をJl卸支払い-Fきい｡

なお新規購読の場合は下記の会費以外 に入会金 として､

100円お支払い下 さい｡

栄 I年間の会費
1stvolume- 960円

2ndvolume 960円

計 1,920円

(1年分 まとめてお支払いが困難の向 きはlvolu汀把 分ず

つで も結構です｡)

2. 支払 いの際のま主意 :なるべ く振替用紙 を御利用 の⊥ヒ御納入下

さい｡

なお通信欄 に送金･内容 を必ず明言己して下 さい0

3. 雑≡誌購言売者以外･の代理人が購読料 を送金 される場合､必ず講二

言発着本人の名前 を明言己して下 さい｡

4. 誌代の支二払遅滞の場合 :当会の原則としては､正当な理 由な

く 2Vol.以上ヒの読ン代を滞納 された場合には､送本 を停止するこ

とになっていますので御薗意下 さい0

5. -括送本 を受 ける場合 :個 人員叢言売中に大学等で一括酉己布 を受

ける様 にな?た場合はこ必ず ｢個 人購読中止､-括配布希望｣
の通知 をして下 さい｡逆の場合 も同様 ですQ

6. 送本先変更の場合 :住所､勤務先の変更等送本先 が変 った場
合は､必ず送本先変更届 を提出 して下 さい｡

学校 ､研究所等弓幾関購読

1. 会費 :学校 ･研究所等での購言売及び個 人であっても公費払 い

の ときは機関会員 とみなし､代金は､ 1Vo1.1,800円です

この場合､大会二金は不要 です｡学校 ､研究所の会費の支払いは

後払 いでも結構 ですo Lか し購.言売申込みをされる時に支払いに

必要 を言漬求見積.､納品書各何通必要 なのかをお知 らせ下 さい｡

なお､当会の請求善業頁では支払 いができない様 で したら､貴校

貴研究機蘭丁の請求書類 を送付 して下さい0

2･ 送本中止の場合の連絡 :発行途上 にある volumeの購読途 中
中止 は認め られません｡購読中止 され る場合には､ 1ケ月前 く

らいに中止時期 を明記 して ｢購読 中止届｣を送付 して下 さい-

*.
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